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１．背景・目的 

農林水産省食育推進事業の補助金により

2008年度は「ラジオ３」にて、2009年度は「fm

いずみ 797」にて、ラジオ番組制作と放送を行

った。食品栄養学科 4年生の農作業体験を話題

の中心においた番組であった。 

本年度は、上記活動を発展させ、教育的意義

について検討し、考察することとした。本年度

も実施予定の「教育ファーム」に参加する学生

（コアメンバー）を中心とし、学内で展開する

ペットボトル稲作、現在の食料問題、環境問題、

健康課題を番組で取り上げ、管理栄養士として

の役割なども考察し、各専門領域の教員の指導

のもと番組を制作し、放送することとした。 

番組制作の中心は3年生と4年生の有志とし、

番組参加は 1 年生から 4年生および食品栄養学

科教職員とした。ここでは学年を超えた学生間

のみならず、教員、助手を含めた学科の構成員

が互いに番組内容を創りあげていくプロセスを

通して、互いの情報を交換し、学び合う、すな

わち、協同的な学びの場が生成することを目指

した。番組の制作、放送、放送後の反省・まと

めなどを通じて、この活動にかかわった学生は

専門的な学びを深くするとともに、人に伝えて

いくスキルなどを形成し、また、直接番組作成

に関わらなかった学生には、番組の視聴を通し

て、間接的に活動に関われるようにすることを

目的とした。なお、大学生が学んでいる専門知

識を公共放送（ラジオ）を通して、学外に発信

していく活動については事例がなく、その教育

的効果について検討した報告もみられない。 

２． 実施内容 

2-1 研究体制 

１）「教育ファーム」実施のスケジュール調整、

ラジオ局との調整は正木が担当した。 

２） 番組制作に際し、番組内容に関する学生へ

の指導は、正木、齋藤、竹久、矢内、朝倉、吉

岡、大山、戸野塚、平本、太田、星が担当した。 

３）番組の記録、番組ホームページの作成、番

組内容の掲示物の作成は正木、星、太田が担当

した。 

４）教育効果の評価は正木、大山、戸野塚、平

本が担当した。 

2-2 実施内容 

ラジオ番組タイトル：管理栄養士を目指す宮城

学院女子大生の奮闘記 2010 

ラジオ放送期間： 2010 年 6 月 3 日から 11 月

25 日の期間を放送期間とした。26回分の番組を

作成し、放送した。 

収録場所と収録日：fmいずみ 797 （79.7MHz）

仙台市泉区中央一丁目 7-1地下鉄泉中央駅ビル

3F 内スタジオを貸借し、収録した。基本的に 2

週放送分を収録した。基本的に収録は火曜日

19：00から 20：30 に行った。 
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番組時間： 番組は週 1回 30 分の番組とした。 

放送時間： 木曜昼 12：00-12：30 の時間帯と

した。 

出演者構成：司会進行役として学生 2名、ゲス

ト役として学生 2から 3名、コメンテーター役

として教員 1名の計 5-6名で番組を構成した。 

放送指導： 放送内容に関しては放送担当学生

が作成し、適宜教員がアドバイスを行った。内

容決定後、担当学生が放送原稿および放送タイ

ムテーブル表を作成し、教員が作成資料を確認

した。また、当該作成資料は放送専門家（NPO

オリザネット会員、NHK パーソナリティー）に

送付し、点検、指導を受けた。スタジオで収録

前に最終確認を行い収録後、放送時の話し方な

どの基本的な項目について放送専門家により指

導をうけた。スタジオ機材の使用方法等につい

てはfmいずみ797職員の阿部氏および田中氏に

よる指導を受けた。 

番組の記録： 番組の記録は fm いずみ 797 職

員に収録音源の作成を依頼し、放送日前に収録

音源を受領した。番組の収録音源は学科で別途

作成する番組ホームページ 

http://blog.livedoor.jp/masakizemi-taue/ 

および大学ホームページ（大学トップページ

News&Topics、食品栄養学科自主制作ラジオ

http://www.mgu.ac.jp/08fn/news/2010/2010-0

604-1036-16.html）にリンクし、番組内容の紹

介記事とともに公開した。 

 

 

放送時刻は 12：00-12：30と大学の休み時間帯

ではあるが、本活動の学生・教職員への周知を

図るために PC、携帯電話等で視聴できるようし

た。さらに、家政館掲示板に番組告知の掲示を

行い、家政館 2階廊下に番組ホームページ閲覧

用 PC を設置し、周知に努めた。また、番組ホー

ムページでは、番組に対する意見などを収集し、

以降の番組内容に反映させた。また、音源を収

録した CDを作成した。 

放送内容：「教育ファーム」に関する内容を中

心に、各ゼミや有志グループがテーマを決めて

内容を作成した。番組イントロで番組内容を紹

介する原稿（最終回分）を添付する。「こんにち

は！ 番組は今日で 26回目の放送、そして最終

回となりました。この番組は「宮城学院女子大

学 食品栄養学科」で管理栄養士を目指す私た

ちが、現在の食糧問題、環境問題、健康に関す

る話題を取り上げ、語り合う番組です。また、

http://blog.livedoor.jp/masakizemi-taue/
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青葉区作並と黒川郡大衡村で行っている教育フ

ァームで体験するさまざまな出来事はもちろん、

私たちのキャンパスライフも紹介します。去年

の先輩たちから引き継ぎ、今年で 2年目の番組

になります！スタジオにゲストをお迎えしなが

ら、毎週週替わりでメンバーが登場します！ 

本日のパーソナリティーは、３年の高橋未来、

吉村梓でお送りします。最初のコーナーは、「社

会派女子大生をめざそう！」のコーナーです。 

そして、番組後半は食材の栄養やその食材のお

すすめの調理法などを提案する「食材ワンポイ

ント」のコーナーです。今日は「里いも」につ

いてご紹介します！ fmいずみ 797のスタジオ

からお送りします。どうぞ、ランチタイムの BGM

としてお付き合いください。この番組は、宮城

学院女子大学の提供でお送りします。」 

 

 

番組構成：オープニング 4分、コーナー1 9分、

コーナー2（食材ワンポイント）8分、エンディ

ング 5 分の番組構成とした。コーナー1 では参

加学生がテーマを決め原稿を作成した。コーナ

ー2 では旬の食材、話題の食材の栄養と調理法

を紹介した。下資料は第 25回放送分の番組進行

表である。 

 

出演者一覧および各コーナーで取り上げたテー

マについての一覧を資料として添付した。 

参加学生数：スタジオ入りした学生は 30 名で

あり、うち司会進行役を経験した学生は 9名で

あった。参加学生延べ人数は 95 名であった。 

参加教職員：スタジオ入りし、番組収録に参加

した教職員は 3名、番組内にコメントを寄せた

職職員は 4名であった。 

教育成果の評価方法：本取り組みのねらいは、

番組制作（専門知識の発信）を通して、学生と

教職員が互いに学び合う環境（場）を構築する

ことである。以下のように教育成果の検証を計
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画しているが、本年度は初年度であることから、

評価項目、評価方法ともに試行的な段階と位置

付け、以下の評価を実施した。 

（１）一般学生による評価 

評価方法：質問紙調査（実施時期は番組 9回終

了時と 26回終了時の 2時期） 

評価項目：内容の理解度、内容への興味の有無

等 

（２）参加した学生（コアメンバー、番組作り

に参加した学生）による評価   

評価方法：質問紙調査（26回終了時） 

評価項目：内容の理解度の変化、発言すること

への効力感、参加後の達成感等 

（３）外部評価（放送関係者による評価） 

評価方法：fm いずみ 797 番組審議会にて 21 回

放送分を対象に 7名の委員によって番組内容が

審議された。 

評価項目：食領域の大学生による番組作りにつ

いて 

 

３．結果及び考察 

3-1 一般学生による評価 

7 月に実施したアンケート（9回分放送終了時）

では学科学生の番組認知度は 66％（回収人数

357名）であったが、1 月の調査では 87％（345

人）とこの取り組みの認知は上昇した。一方、

視聴率は 7月は 3％（28名）、1 月は 9％（47名）

と上昇したものの低値にとどまった。視聴した

学生において番組内容に関する興味関心につい

ては両調査とも 70％程度が「興味が持てた」と

回答した。ラジオを視聴し、「新しい情報を得た」

と回答したものは 7 月の 64％に対し、1 月には

72％と上昇した。番組企画内容の習熟が反映し

た結果と考える。「話し方がわかりやすかった」

と回答した者は 7月は 40％であったが、1月に

は 62％と上昇し、放送指導の成果ならびに、ス

タジオ内での時間配分等の技術向上が反映した

ものと考えられる。「自分も参加してみたい」と

の設問に対して 7月は 14％であったが、1月に

は 28％と約 2 倍に増加した。一方、「参加した

くない」と回答した学生は 7月 46％、1月は 49％

と「参加したい」学生を上回っており、今後の

検討課題としたい。 

3-2 参加学生による評価 

収録に参加した学生 30 名の内、27 名が回答し

た。番組制作に関わって感じたことについて 5

項目の設問に対し、回答を得た。「楽しかった」

と回答した者は 78％と高値であった。「やって

よかった」と回答した者は 96％ときわめて高い

値を示した。一方「難しかった」と回答した者

も 85％と高かった。「考えが深まったか」と回

答した者は 78％であった一方。「自分の意見や

考えを伝えられたか」に対しては 22％の回答に

とどまり、スタジオ内でのコミュニケーション

の取り方やリスナーにわかりやすく伝える難し

さ、限られた時間で適切な言葉を選ぶ技術の必

要性などを感想として得た。 

最終回 26回の放送は教員が参加せず、司会進

行役を務めた 3 年生 3 名と 4 年生 2 名の学生 5

名のみで番組を振り返る内容であったが、上記

アンケート評価と同様のことを番組内で語り合

っていた。 

3-3 外部評価結果 

ｆm いずみ 797 第５８回番組審議会にて評価さ

れた。番組審議委員から番組に対して以下の意

見が出された。概要を記す。番組全体について 

「ランチタイムにぴったりの聞きやすい番組」

「自分の学んだことを他の人に伝える。学生に
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とって、とても良い機会になっていると思う」

「正木先生がちょうどいいタイミングで会話に

入ってくる。＋αの情報が興味深かった」とい

う意見がだされた。一方で、「オープニングで紹

介した出演者の名前が途中で変わり、誰が誰か

わからなくなった。最初から最後まで同じ呼び

名で統一してほしい」「お互いをニックネームで

呼び合っていたが、出演者だけが盛り上がり、

リスナーが置きざりになっている気がした。『～

さん』としっかりと名前で呼んでほしい」「誰が

コーナーの進行役になるのか、始めに明確に伝

えてほしい」「人数が多すぎて会話を理解するの

が大変だった。もう尐し人数を絞った方がよい

と感じた」「普段の授業のように、最後に正木先

生からの締めの言葉があるといいのではないか」

「パーソナリティの声のバランスがバラバラで

聞きづらいので調整してほしい」「感想を話す際、

言葉に詰まって間があいているのが気になった。

予め準備をしておくべき」「番組の質を向上させ

るため、出演している学生のみなさんが毎回番

組を聞き直し、意見を出し合ってみてはどうか」

といったアドバイスもでた。社会派女子大生を

目指そうのコーナー ＊教育ファームの体験話 

「実際に自分たちで体験したことなので、イキ

イキと話していて気持ちが伝わってきた」 

・週変わりで食材の栄養からオススメの料理法

まで紹介する『食材ワンポイント』「コーナーの

進行役の話し方がよかった。ただ、時々声が小

さく自信がないように聞こえたのがもったいな

かった」「旬な素材を取り上げ、詳しく説明して

いたので、非常に勉強になった。クイズ形式で

出題したのも面白かった」「里芋の名前の由来が

わかりためになった」・ブログについて 

「放送データを後日聞けるのはいいアイデア。

聞き逃した内容や過去の放送をさかのぼって聞

くことで、番組全体を理解しやすい」「ブログの

記事や写真によって、番組で話していた内容を

より立体的に理解できる。ブログを通した交流

ができるのも広がりがあっていいと思う」以上

のような外部評価を得た。なお、本審議会の議

事録は fmいずみ 797ホームページ 

http://fm797.exblog.jp/12186971/にて公開さ

れている。 

 

 

総合的考察：学生が中心になって学内外の活動

をラジオスタジオでリスナーに伝えることは原

稿の準備を始め、時間を費やし、緊張感を有し、

学生には負担となることが予想されたが、参加

学生の達成感は高かった。fm いずみ 797 のスタ

ジオの中での経験は、大学構内では得ることが

できないものが多く、参加学生は「スタジオを

仕切る難しさ」、「 リスナーの方々を想定しての

トーク」、「 初めてスタジオ入りする友達のなご

ませ方」、「 シナリオ原稿の音のしないめくり

方」、「エンディング残り時間 30 秒の使い方やま

とめ方」など、管理栄養士として対象者にわか

りやすく情報を伝え、栄養教育していくための

能力開発に役立つ試みと判断することができる。

本年度の取り組みでは、スタジオの収容人数や

放送回数に限りがあることから、参加学生は 30

http://fm797.exblog.jp/12186971/
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名ほどにとどまったが、番組制作に関わる学生

数の増加に対して検討することが今後の課題と

考える。 
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